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第 2 編は鋼魂の逆V偏析の成閃に関する研究結果であり， 7 章から成っている。
第 1 章は真空造塊法 lとより製造した最大級の鋼塊 (75 t )の内部性状を明らかにしたものであり，
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54下で凝同させると逆V偏析が著しく料滅されることを示し， 逆 V 偏析の形成には掠鋼のガス合有
量そのものが影 ~~~iするのではなく，凝 [HIIこ伴って発生する気泡が主要な地歩を !?i めることを明らかに
した。また乙の加圧凝同法を鋳鋼品に適用することにより， その品質を評しく改善する乙とができ
7こ。








:U; 5 章は鋼t5~を 1J[IJ而から遂次切削することにより，逆V偏析の11;;-初、而11 として形成されることを
立証し，逆V偏析の起源が凝同前而への溶質成分の濃縮によるものである乙とを確認した。





第 3 編は出鋼後のj容鋼の焔度変化 lこ関する研究結果であり， 3 章から成っている。










第 3 章は取鍋内鋼浴の辿続測出に使用した熱電対の汚染に関する研究結果であり， 2 怖から成って
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いる。第 1 節では不均質素線から成る熱電対による使用時における誤差を，使用時の温度分布と素線


















下での鋼塊の凝固，押湯の電弧加熱の影響，回転磁場中での凝固現象，逆 V偏析線と 1 次品との関係
について詳細に調査研究を行ない逆V偏析線が未凝固溶鋼のプーノレ中で独立相として存在する点を説
明している。さらに逆V偏析線に凝固中の発生ガス圧力の挙動についても説明している。
第 3 編は出鋼後の溶鋼の温度変化に関する研究結果であり，まず従来測定されていなかった取鍋内
抗鋼ならびに鋳込中の溶鋼の温度測定に従来用いられていた光高泊計による方法が測定誤差が大きく
日l質竹理上不都合があるため新しい測定装置である。浸漬測祖法を開発し，乙の測定方法によって鋼
j鬼の品質の安定向上に大いな成果をあげたことをのべている。さらに迎続測定のさいの熱電対の汚染
に関しても研究をおこない補正のための実験式を確立している口
第 4 編は全体の研究結果を総括し鋼塊ならびに鋳鋼の不良率を軽減せしめ所期の目的を達成したと
のべている。
本論文は従来定説のなかった大型鋼塊の製造上問題となる逆V偏析線の成閃を明らかにするととも
に偏析の少ない鋼塊の製造法を開発し，鋼塊の質的向上のため重要な出鋼後の溶鋼の温度の浸漬測定
法を開発し，温度管理の適正化と製品の品質を著しく向上した。
本研究は学術上はもちろん工業上に貢献すると乙ろが大きい。よ勺て本論文は博士論文として十分
価値あるものと認める口
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